東京大学大学院農学生命科学研究科附属水産実験所利用細則

第1条 東京大学大学院農学生命科学研究科附属水産実験所（以下｢水産実験所｣という。）

　の利用に関しては、東京大学大学院農学生命科学研究科附属水産実験所利用規則の定め

　るところによるほか、本細則による。

第2条 水産実験所を利用できる者は、大学その他研究・教育機関に勤務する者及び大学

　院生・学部学生ならびにそれに準ずる者とする。

第3条 利用者は、許可された条件のもとに、一定期間、所定の研究室・実験室・研究設

　備を利用できるほか、東京大学大学院農学生命科学研究科附属水産実験所宿泊施設使用

　規則及びその他の規則により、宿泊施設、車両、船舶の利用ができる。

第4条 利用者の代表は、水産実験所担当者と利用実施の詳細について協議し、利用開

　始にあたって、利用開始届を水産実験所長に提出する。

第5条 利用者がその利用計画を変更する場合には、水産実験所担当者と協議し、水産

　実験所長に届け出て、許可を求めなければならない。

第6条 利用者がその利用を終了するにあたっては、水産実験所長に利用終了届及び利用

　報告書を提出するとともに、使用設備その他を使用前の状態に復し、水産実験所担当者

　の確認を求めるものとする。

第7条 利用者が、利用中に水産実験所所属の施設、設備、機器等を毀損した場合には、

　水産実験所担当者に報告の上、これを原状に復さなければならない。

第8条 水産実験所利用規則第8条に定められた経費（以下「利用料金」という）は以下

　に掲げるものとする。

（1） 施設使用料

（2） 維持管理費

（3） 設備等使用料

２　利用料金は、利用者の形態に応じて、以下のとおり徴収するものとする。

（1） 本学農学生命科学研究科・農学部に所属する利用者については、維持管理費、設備

（2） 　等使用料合計額の2分の1とし施設使用料は徴収しない。

（3） 本学に所属する者のうち、農学生命科学研究科・農学部以外の利用者については、

　維持管理費及び設備等使用料の全額を徴収するものとし、施設使用料は徴収しない。

（4） 本学以外の大学・研究機関等に所属する利用者については、上記第1項に掲げる料

　金の全額を徴収するものとする。

（5） 本学の学生が、カリキュラム上の講義、実習及び演習のため使用する場合には使用

　料は徴収しないものとする

３　利用料金は、別表のとおりとし、原則として4月1日から3月31日までの全

　利用について計算し、当該年度内に徴収するものとする。
第9条 本細則の改廃は、運営委員会の審議、水産実験所長の承認により、これを行う。

　　　附　則

　この細則は、平成１６年１０月１日より施行する。

　　　附　則

　この細則は、平成２２年４月１日より施行する。
